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題 目 Investigation of the applicability of virtual gastroscopy based on postmortem computed tomography  
to detect changes in the stomach, along with reports of three rare cases 

      (死後CT仮想胃内視鏡の有用性の検討および仮想胃内視鏡が有用であった3症例の報告) 
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   Haruki Fukuda, Rie Sano, Akira Hayakawa, Yoichiro Takahashi, Takafumi Okawa, Rieko Kubo, 

 Hiroyuki Takei, Sachiko Awata, Hiroyuki Tokue, Hisashi Akuzawa, Masahiro Yuasa, 
 Yoshihiko Kominato. 

 

論文の要旨及び判定理由 

仮想内視鏡は、CT画像を三次元再構成し、胃や十二指腸、大腸などを内視鏡観察のように表示

する技術である。臨床において、胃の仮想内視鏡は、胃癌、胃潰瘍、胃ポリープ、GIST、胃リン

パ腫、胃静脈瘤などの病変の検出に有用であることが報告されているが、死後CTを用いた仮想内

視鏡が法医学において有用であるかは不明であった。本研究では、死後CTを用いた仮想内視鏡に

よって胃内の変化を観察できるかを検討した。当院での295例の剖検例（2016年1月から2020年6

月まで）において、剖検結果と胃のCT画像（アキシャル断、コロナル断、死後仮想内視鏡画像）

の評価を行った。仮想内視鏡画像はCTワークステーションで再構成された。その結果、剖検例29

5例のうち43例において剖検時に胃に変化（胃潰瘍、胃ポリープ、胃癌、胃粘膜下腫瘍、粘膜び

らん、異物など）を認め、そのうち4例(9.3%)は仮想内視鏡にて変化を観察することができた。

観察できた病変は、胃潰瘍、胃ポリープ、粘膜下腫瘍、界面活性剤による胃内の泡沫であった。

295例のうち、22例では胃の内面の大部分を観察できたが、118例ではほとんど胃の内面を観察す

ることはできなかった。仮想内視鏡で内面を観察できなかった主な理由としては、液体の貯留、

ガスの蓄積不足、食物残渣であった。また、心肺蘇生法(CPR)の有無と、観察できた胃内の空気

の位置について検討したところ、CPRによって胃内の観察が容易になる可能性が示唆された。こ

れはバックバルブマスク換気による影響と考えられた。 

以上のように、本論文では死後仮想胃内視鏡は、複雑な解剖学的構造を警察官や裁判員といった

非医療者との間で情報共有する際に役立つ可能性が示唆されており、本論文は死後仮想胃内視鏡

の有用性を検討した大変意義深いものと認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。 
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